
都市と自然が調和した環境にやさしいあいちの緑づくり

愛知県広域緑地計画
□□□概 要 版

 



 

はじめに

　本県の地形は、大きくは北東部が山地、南西部が平野
であり、三河湾を包み込むように半島が突出した構造と
なっています。
　都市計画区域においては、都市計画区域界周辺や半島
などに山地や丘陵地があり、木曽川などの大河川の下流
一帯に濃尾平野、西三河平野、東三河平野が広がってい
ます。

■都市計画区域
　○特に樹林地等の減少が大きいため、その減少に歯止めをかける保全対策が必要です。
■市街化区域
　○緑被率の維持・向上に向けて、公園・緑地の保全及び創出や民有地の緑化を推進する必要があります。

 

【計画の改訂の背景】
■計画の位置付け
●一つの市町村を超える広域的な見地から、緑に対する
考え方、骨格となる緑地、目標などを示します。
●市町村が策定する「緑の基本計画」の指針となります。

■計画の内容
●広域的な緑のあり方や緑づくりの方針、具体的な施策
やリーディングプロジェクト、将来目標を定めます。

■対象区域
●都市計画区域を対象とします。
　［51市町村（37市13町１村）］

【広域緑地計画とは】

愛知県の自然の概要
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地 形

　本県の森林面積は、平成20年度末時点で
約22万haあり、県土の42.5％を占めていま
す。本県の森林は、94.6％が民有林であり、こ
のうち63.6％が人工林となっています。
　三河山地の樹林地は、その多くはスギ・ヒノ
キを主体とした人工林が占めています。
　都市計画区域においては、都市計画区域界
周辺などの里山が位置する地域では、人工林
とともに落葉広葉樹などの二次林が分布して
います。また、平野部では、水田などの農地が
広く分布しています。

植 生

都市計画区域

市街化区域

平成4年 平成16年 増減

202,632ha
（58.1％）

193,036ha
（55.3％）

22,326ha
（20.1％）

22,657ha
（20.8％）

▲9,596ha
（▲2.8pt）

▲331ha　
（▲0.7pt）

参考：LANDSAT／TMデータ　観測日：2004年5月1日、2004年11月9日 注）（　）：緑被率

●都市計画区域における緑被の種別ごとの変遷

●市街化区域における緑被の種別ごとの変遷

緑 被 の 変 遷 に よ る 課 題
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注1）都市計画区域面積：平成4年348,724ha、平成16年349,307ha
注2）解像度30ｍのランドサットの衛星画像をもとに分類・解析

参考：「地形分類図」経済企業庁総合開発局（昭和49年）

参考：「自然環境情報GIS（第3～5回自然環境保全基礎調査  植生調査）」環境省（昭和58～61、平成1～5、9～13年）

注1）市街化区域面積：平成4年108,831ha、平成16年111,297ha
注2）解像度30ｍのランドサットの衛星画像をもとに分類・解析
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　本県では、平成22年を目標年次とする「愛知県広域緑地
計画」を平成11年に策定しました。
　その後、この計画に基づき緑の施策を実施してきました
が、目標年次がきたことや、以下のような背景から計画を改
訂することが必要となったため、平成32年度を目標年次とし
た新しい広域緑地計画を策定しました。

●社会情勢の変化や緑の変遷への対応
●都市緑地法などの法改正による新たな制度への対応
●愛知万博の理念である環境への取組の継承と発展
●生物多様性の保全への対応
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全国平均 H21年度末現在

愛知県 H21年度末現在

●都市公園全体
　都市公園は、多様な機能を持ち、緑の拠点を形成するため、今後も整備水準を高める必要があります。
●広域公園
　現在整備中の広域公園の早期完成に向けて、整備を推進する必要があります。
●都市基幹公園
都市基幹公園は、平成21年度末現在、54市町村のうち27市町での整備にとどまっていることから、未整備の
市町村における整備を進める必要があります。

都市公園の変遷 社会情勢の変化への対応等による課題

　これからの社会情勢や都市づくりにおいては、特に、環境問題への取組が強く求められており、「環境首都」を掲げる本
県においては、持続可能な社会の形成に向けて、環境に配慮した緑の取組が重要となっています。
　また、県民協働による緑の取組の一層の推進が必要とされていることに加え、愛知万博の理念の継承・発展や緑化に関
する新技術の活用、また、緑の持つ歴史性・地域性・多様性などに配慮した公園・緑地の質の向上なども考えていく必要が
あります。
　そこで、本県の緑づくりにおいては、多様な主体による県民協働を基本として、「環境」、「安全」、「活力」、「生活」の緑を
適切に保全・創出していくことにより、『都市と自然が調和した環境にやさしいあいちの緑づくり』の実現を目指します。

計画の理念
 

都市公園全体

広域・国営公園

都市基幹公園

平成6年度末

3,923.4ha（5.79㎡/人）

437.3ha（0.65㎡/人）

1,023.3ha（1.50㎡/人） 

平成21年度末

5,350.1ha（7.29㎡/人）

873.9ha（1.19㎡/人）

1,329.7ha（1.81㎡/人）

注）都市計画区域内人口：平成6年度末6,782千人、平成21年度末7,337千人
参考：「平成21年度　愛知県都市公園現況」愛知県（平成23年2月）、「愛知県広域緑地計画」愛知県（平成11年）

都 市 公 園 の 変 遷 に よ る 課 題

社 会 情 勢 の 変 化 へ の 対 応 等 に よ る 課 題

●主要な都市公園（10ha以上）の配置状況●都市公園種別ごとの一人当たり面積

●都市公園の変遷

注）名古屋市を除く市町村については、10ha未満の広域公園、都市基幹公園（△印）も示している。

注）公共施設緑地が減少しているのは、旧愛知青少年公園（205.3ha）など、都市公園以外で公園緑地
に準じる機能を持つ施設が都市公園に指定された影響が大きい。

平成21年度末現在供用

平成16年度末現在

参考：「平成21年度　愛知県都市公園現況」愛知県（平成23年2月）
 「都市公園データベース」国土交通省

（参考）都市公園以外の施設緑地の変遷

●地球温暖化防止・ヒートアイランド現象の緩和の取組
●生物多様性の保全
●自然とふれあえる場の確保
●愛知万博の理念を継承・発展した環境学習や環境保全活動の推進
●新たな環境技術の開発・実用化
●資源循環型社会の形成

環　境

●東海・東南海・南海地震等の防災活動の拠点や避難場所の確保
●都市型水害等の風水害対策、土砂災害対策安　全

●魅力あふれる世界の交流舞台づくり
●地域の資源を活用したまちづくり
●ＮＰＯ・ボランティア等との県民協働による取組の拡大
●「モノづくり愛知」の企業による魅力ある地域環境づくり

活　力

●健康づくりのできる環境づくり
●安心して子育てのできる環境づくり
●高齢者、障害者等の利用しやすい環境づくり
●中心市街地の緑のオープンスペースの確保
●快適な歩行者・自転車優先の道づくり
●子どもたちのスポーツ活動の環境づくり
●多様な価値観への対応

計画の理念

基 本 方 針

社会情勢の変化への
対応等

（国・県の計画）

次期社会資本整備計画
公園緑地小委員会
（国の公園緑地計画）

新しい都市計画の
基本的方針

（愛知県の都市計画）

法改正

みどりに関する新技術

愛知県環境基本計画
（愛知県の環境計画）

『都市と自然が調和した環境にやさしいあいちの緑づくり』

環　境

県民協働

安　全 活　力 生　活

生　活

都市と自然が調和し
た環境首都を支える
水と緑のネットワー
ク形成
広域的な緑のあり方

緑 づ く り の 方 針

東海・東南海・南海地
震等の自然災害によ
る被害を軽減する緑
の確保
広域的な緑のあり方

緑 づ く り の 方 針

愛・地球博記念公園など
の緑の交流の場づくり
やあいちの歴史・景観資
源を活かした緑の確保
広域的な緑のあり方

緑 づ く り の 方 針

少子高齢社会に対応
し健康長寿あいちを
目指す公園づくり

広域的な緑のあり方

緑 づ く り の 方 針

公共・県民・ＮＰＯ・モノづくりあいちの企業など、多様な主体で支えあう県民協働による緑のまちづくり

注）赤の縁取りは県営公園

　本県の緑に関する課題は、前述の緑被の変遷による課題のほかに、社会情勢の変化への対応等を考慮する必要があります。
　このため、国・県の関連する様々な分野の計画を踏まえ、社会情勢の変化への対応等による課題を抽出し、それらは、以
下のように「環境」、「安全」、「活力」、「生活」の視点に分類することができます。
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近隣公園

地区公園
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総合公園

運動公園
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広域・国営公園 計
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※

※地方公共団体、公共セクター等
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